
 
 

改   正   案  現      行  
別 表 第 八  令 別 表 第 1 第 6 号 か ら 第 9 号 ま で 及

び 別 表 第 2 第 7 号 か ら 第 1 1 号 ま で に 掲 げ る 交

流 用 電 気 機 械 器 具 並 び に 携 帯 発 電 機  
１  （ 略 ）  
２  令 別 表 第 1 第 6 号 か ら 第 9 号 ま で 及 び 別 表

第 2 第 7 号 か ら 第 1 1 号 ま で に 掲 げ る 交 流 用 電

気 機 械 器 具  
 ( 1 )  電 気 ス ト ー ブ 、サ ウ ナ バ ス 用 電 熱 器 、ス チ ー ム

バ ス 用 電 熱 器 、電 気 火 ば ち 及 び 鑑 賞 植 物 用 ヒ ー タ

ー  
  イ  構 造  
   (イ )・ (ロ )  （ 略 ）  
   (ハ )  電 気 ス ト ー ブ に あ つ て は 、 次 に 適 合 す る

こ と 。  
    ａ  赤 熱 す る 発 熱 体 が 外 部 か ら 見 え る 構 造

の も の に あ つ て は 、 遠 隔 操 作 機 構 （ 有 線 式

の も の を 除 く 。） の 操 作 に よ つ て 電 源 回 路

を 閉 路 で き な い こ と 。 た だ し 、 高 所 取 付 け

形 の も の に あ つ て は 、 こ の 限 り で な い 。  
    ｂ  赤 熱 す る 発 熱 体 を 有 す る も の に あ つ て

は 、保 護 枠 又 は 保 護 網 を 取 り 付 け て あ る こ

と 。 こ の 場 合 に お い て 、 保 護 枠 又 は 保 護 網

は 、 直 径 5 0 m m の 鋼 球 が 通 過 せ ず 、 か つ 、

発 熱 体 に 接 触 し な い 構 造 で あ る こ と 。  
    ｃ  ｂ に 掲 げ る も の 以 外 の も の に あ つ て は 、

発 熱 体 に は 別 表 第 四 1 ( 2 )ハ の 図 に 示 す 試 験
指 が 接 触 し な い 構 造 で あ る こ と 。 た だ し 、

別 表 第 八  令 別 表 第 1 第 6 号 か ら 第 9 号 ま で 及

び 別 表 第 2 第 7 号 か ら 第 1 1 号 ま で に 掲 げ る 交

流 用 電 気 機 械 器 具 並 び に 携 帯 発 電 機  
１  （ 略 ）  
２  令 別 表 第 1 第 6 号 か ら 第 9 号 ま で 及 び 別 表

第 2 第 7 号 か ら 第 1 1 号 ま で に 掲 げ る 交 流 用 電

気 機 械 器 具  
 ( 1 )  電 気 ス ト ー ブ 、サ ウ ナ バ ス 用 電 熱 器 、ス チ ー ム

バ ス 用 電 熱 器 、電 気 火 ば ち 及 び 鑑 賞 植 物 用 ヒ ー タ

ー  
  イ  構 造  
   (イ )・ (ロ )  （ 略 ）  
   (ハ )  電 気 ス ト ー ブ に あ つ て は 、 次 に 適 合 す る

こ と 。  
    （ 新 設 ）  
 
 
 
 
    ａ  赤 熱 す る 発 熱 体 を 有 す る も の に あ つ て

は 、保 護 枠 又 は 保 護 網 を 取 り 付 け て あ る こ

と 。 こ の 場 合 に お い て 、 保 護 枠 又 は 保 護 網

は 、 直 径 5 0 m m の 鋼 球 が 通 過 せ ず 、 か つ 、

発 熱 体 に 接 触 し な い 構 造 で あ る こ と 。  
    ｂ  ａ に 掲 げ る も の 以 外 の も の に あ つ て は 、

発 熱 体 に は 別 表 第 四 1 ( 2 )ハ の 図 に 示 す 試 験
指 が 接 触 し な い 構 造 で あ る こ と 。 た だ し 、

電 気 用 品 の 技 術 上 の 基 準 を 定 め る 省 令 の 一 部 を 改 正 す る 省 令          （ 傍 線 の 部 分 は 改 正 部 分 ）  
○ 電 気 用 品 の 技 術 上 の 基 準 を 定 め る 省 令 （ 昭 和 三 十 七 年 通 商 産 業 省 令 第 八 十 五 号 ）  



危 険 が 生 ず る お そ れ の な い も の に あ つ て

は 、 こ の 限 り で な い 。  
  ロ ～ ホ  （ 略 ）  
 ( 2 )～ ( 7 0 の 2 )  （ 略 ）  
 ( 7 0 の 3 )  事 務 用 印 刷 機 、 あ て 名 印 刷 機 、 タ イ ム レ

コ ー ダ ー 、 タ イ ム ス タ ン プ 、 電 動 タ イ プ ラ

イ タ ー 、 帳 票 分 類 機 、 文 書 細 断 機 、 電 動 断

裁 機 、 コ レ ー タ ー 、 紙 と じ 機 、 穴 あ け 機 、

番 号 機 、 チ ェ ッ ク ラ イ タ ー 、 硬 貨 計 数 機 、

紙 幣 計 数 機 、 ラ ベ ル タ グ 機 械 、 洗 濯 物 仕 上

機 械 及 び 洗 濯 物 折 畳 み 機 械  
  イ  構 造  

文 書 細 断 機 （ ３ 相 2 0 0Ｖ 以 上 の 電 源 に 直 接 接
続 し て 使 用 さ れ る 据 置 き 形 の も の を 除 く 。） に

あ つ て は 、 次 に 適 合 す る こ と 。  

  (イ )   文 書 投 入 口 の 近 傍 の 見 や す い 箇 所 に 、明
瞭 に 判 読 で き 、 容 易 に 消 え な い 方 法 で 、 か

つ 、 理 解 し や す い よ う な 用 語 に よ り 、 Ｊ Ｉ

Ｓ  Ｓ ０ １ ０ １ （ ２ ０ ０ ０ ）「 消 費 者 用 警

告 図 記 号 」 の 「 ６ ． ２ ． １  一 般 注 意 」 に

定 め る 図 記 号 及 び 次 に 掲 げ る 使 用 上 の 注

意 事 項 を 表 示 す る こ と 。  

ａ  子 供 が 使 用 す る こ と に よ り 傷 害 等 の 危

害 が 発 生 す る お そ れ が あ る 旨  

ｂ  文 書 投 入 口 に 手 を 触 れ る こ と に よ り 細

断 機 構 に 引 き 込 ま れ る お そ れ が あ る 旨  

ｃ  文 書 投 入 口 に 衣 類 が 触 れ る こ と に よ り

細 断 機 構 に 引 き 込 ま れ る お そ れ が あ る 旨  

ｄ  文 書 投 入 口 に 髪 の 毛 が 触 れ る こ と に よ

り 細 断 機 構 に 引 き 込 ま れ る お そ れ が あ る

旨  

危 険 が 生 ず る お そ れ の な い も の に あ つ て

は 、 こ の 限 り で な い 。  
  ロ ～ ホ  （ 略 ）  
 ( 2 )～ ( 7 0 の 2 )  （ 略 ）  
 ( 7 0 の 3 )   事 務 用 印 刷 機 、あ て 名 印 刷 機 、タ イ ム レ

コ ー ダ ー 、 タ イ ム ス タ ン プ 、 電 動 タ イ プ ラ

イ タ ー 、 帳 票 分 類 機 、 文 書 細 断 機 、 電 動 断

裁 機 、 コ レ ー タ ー 、 紙 と じ 機 、 穴 あ け 機 、

番 号 機 、 チ ェ ッ ク ラ イ タ ー 、 硬 貨 計 数 機 、

紙 幣 計 数 機 、 ラ ベ ル タ グ 機 械 、 洗 濯 物 仕 上

機 械 及 び 洗 濯 物 折 り 畳 み 機 械  
  （ 新 設 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ｅ  整 流 子 電 動 機 を 内 蔵 し た 製 品 に あ つ て

は 、可 燃 性 ガ ス を 噴 射 す る こ と に よ り 引 火

又 は 爆 発 す る お そ れ が あ る 旨  

   (ロ )  傷 害 等 の 危 害 の 発 生 を 防 止 す る た め に

作 動 す る 安 全 イ ン タ ー ロ ッ ク は 、通 常 の 使

用 状 態 に お い て 図 １ に 掲 げ る 試 験 指 に よ

り そ の 作 動 が 妨 げ ら れ な い 構 造 で あ る こ

と 。  

   (ハ )  器 体 の 容 易 に 操 作 で き る 位 置 に 、細 断 機

構 そ の 他 傷 害 等 の 危 害 が 発 生 す る お そ れ

の あ る 可 動 部 の 電 源 を 開 閉 で き る ス イ ッ

チ を 設 け 、 か つ 、 当 該 ス イ ッ チ の 開 閉 の 操

作 又 は 開 閉 の 状 熊 を 見 や す い 箇 所 に 文 字

又 は 記 号 に よ り 表 示 す る こ と 。  

   (ニ )  器 体 の 開 口 部 は 、 次 に 適 合 す る こ と 。  

ａ  試 験 品 を 通 常 の 使 用 状 態 に 置 き 、容 易 に

取 り 外 す こ と が で き る 部 分 を 取 り 外 し た

状 態 で 、 器 体 の す べ て の 開 口 部 に 対 し て 、

図 １ に 掲 げ る 試 験 指 を 差 し 込 ん だ と き 、細

断 機 構 そ の 他 傷 害 等 の 危 害 が 発 生 す る お

そ れ の あ る 可 動 部 に 試 験 指 が 触 れ な い こ

と 。  

ｂ  容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 部 分 を 取

り 外 し た 状 態 で 、 文 書 投 入 口 に 対 し て 、 開

口 部 の あ ら ゆ る 方 向 に 、図 ２ に 掲 げ る く さ

び 形 プ ロ ー ブ を 、ス ト レ ー ト カ ッ ト 方 式 の

も の に あ つ て は 4 5Ｎ 、ク ロ ス カ ッ ト 方 式 の
も の に あ つ て は 9 0Ｎ の 力 を 加 え て 押 し 込
ん だ と き 、細 断 機 構 そ の 他 傷 害 等 の 危 害 が

発 生 す る お そ れ の あ る 可 動 部 に 当 該 プ ロ

ー ブ が 触 れ な い こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



当 該 プ ロ ー ブ の 質 量 が 試 験 に 影 響 し な い

よ う に す る こ と 。  

 

       図 1  試 験 指  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



       図 2  く さ び 形 プ ロ ー ブ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         尖 端 部 詳 細  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （ 備 考 ）  1  プ ロ ー ブ の 厚 さ は 、 直 線 的 に 変 化 す る も
の と す る 。 た だ し 、 表 の 左 欄 に 掲 げ る 箇 所

で 傾 斜 を 変 化 さ せ る こ と 。  

      2  プ ロ ー ブ の 寸 法 の 許 容 差 は ± 0 . 1 2 7 ㎜ と
す る 。  

  ロ  絶 縁 性 能  

附 表 第 三 1 及 び 2 の 試 験 を 行 つ た と き 、こ れ
に 適 合 す る こ と 。  

  ハ  平 常 温 度 上 昇  
    通 常 の 使 用 状 態 に お い て 、定 格 周 波 数 に 等 し

い 周 波 数 の 定 格 電 圧 に 等 し い 電 圧 を 試 験 品 に

加 え て 連 続 し て 運 転 し 、各 部 の 温 度 上 昇 が ほ ぼ

一 定 と な つ た 時 （ 短 時 間 定 格 の も の に あ つ て

は 、そ の 表 示 さ れ た 定 格 時 間 に 等 し い 時 間 が 経

過 し た 時 ） の 各 部 の 温 度 は 、 附 表 第 四 に 掲 げ る

値 以 下 で あ る こ と 。  
 

プ ロ ー ブ 尖 端 か ら の 距 離（ ㎜ ） プ ロ ー ブ の 厚 さ （ ㎜ ）

0  2  
1 2  4  

1 8 0  2 4  

 
 
 
 
 
 
 
 
  イ  絶 縁 性 能  

附 表 第 三 1 及 び 2 の 試 験 を 行 つ た と き 、こ れ
に 適 合 す る こ と 。  

  ロ  平 常 温 度 上 昇  
    通 常 の 使 用 状 態 に お い て 、定 格 周 波 数 に 等 し

い 周 波 数 の 定 格 電 圧 に 等 し い 電 圧 を 試 験 品 に

加 え て 連 続 し て 運 転 し 、各 部 の 温 度 上 昇 が ほ ぼ

一 定 と な つ た 時 （ 短 時 間 定 格 の も の に あ つ て

は 、そ の 表 示 さ れ た 定 格 時 間 に 等 し い 時 間 が 経

過 し た 時 ） の 各 部 の 温 度 は 、 附 表 第 四 に 掲 げ る

値 以 下 で あ る こ と 。  

 


